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6月議会に引き続き、農林水産委員会で
「林業従事者の人材育成」について質問！

大村知事に令和６年度の
施策及び当初予算を提言！
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　今年の夏は、異常ともいえる猛暑に見舞われながらも、経済社会活動も正常化

が進み、景気が回復していくことが期待される一方、ロシアのウクライナ侵攻の長

期化、エネルギー価格・物価の高騰により、県民の生活や中小・零細企業の負担

感は高止まりしたままとなっています。また、経済や産業の構造変革が急激に進む

中、様 な々産業では人材不足、人材確保が大きな課題となっています。

　こうした中、引き続き物価高騰対策をはじめ人材育成・確保など人への投資が
求められ、だれ一人取り残さない社会の実現をしていくことを目指していきます。

環境変化に負けず
政策を前に進めます！

m e s s a g e

　　　 あいち森と緑づくり事業での
人材育成に関する成果について伺う。

　あいち森と緑づくり事業による間伐は、
道路沿いなど高度な技術を必要とする区

域での作業が多いことから、安全かつ円滑に工事
を進めるため、クレーンや高所作業車などの操作
資格を取得する技能講習、クレーン車などを使用し
た道路沿いの間伐や、木の上で安全に伐採作業を
行うための技術を身に付ける実技研修を行った。
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を進めるため、クレーンや高所作業車などの操作
資格を取得する技能講習、クレーン車などを使用し
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政策推進議連にて中高一貫校の
海陽学園を視察！

　今回の要望にあたり、最大の支援母体である連合愛知の組合員の声
や日頃より連携している各自治体議員との積極的な意見交換に加え、政
策推進議員連盟の活動を通して、関係団体などから幅広く意見を伺い、
要望内容に県民・地域の声を反映させてきました。

質問1

１．ポストコロナ・経済政策
 ・ 中小企業・小規模事業者に対する継続的な伴走支援の推進
 ・ 外国人観光客の県内観光消費喚起に向けた取組の推進　等
２．雇用・労働・環境政策
 ・ 男女共同参画社会の実現
 ・ 地球温暖化防止の取組推進及び環境・エネルギー分野の産業振興　等
３．医療・福祉・教育政策
 ・ 少子化対策の推進
 ・ 良好な教育環境の整備と教員の働き方改革の推進　等
４．安全安心・暮らし政策
 ・ 大規模自然災害に備えた社会資本整備の推進
 ・ 交通事故防止対策の推進　等
５．地域・行政改革政策
 ・ あいちDX 推進プラン2025 とICT 利活用の推進
 ・ 生産性の高い農業を実践するための農業イノベーションの推進　等

主な提言内容

令和5年度は、会派の政策調
査会長として全体の取りまとめ、
今後は予算に反映できるよう取
り組んでいきます！

桜井の
意見！

答弁

　　　 愛知県として若い林業従事者の
確保策についての考えを伺う。

　本県では、人材の確保のため、森林・林業に関心を持っ
ていただくとともに、職業としての林業を理解していただ

くための取組を実施している。県内の林業のPRや、就業希望者と
林業経営体とのマッチングを行い、昨年度までの５年間で、19人の
方が県内の林業経営体に就職された。また、県内にある林業関係
の３つの県立高校に対しては、林業現場での高性能林業機械の操
作体験や、各高校と林業関係者による就業懇談会を通じて、積極
的に林業の魅力を伝え、林業の就業を働きかけており、５年間で17
人が林業経営体に就職された。
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質問2

答弁

　今議会で上程されている「あいち森と緑づくり条例の一部改正」で2009年度から森林整備にかかる財源
の確保策として制定され、500円／人／年徴収することを5年間延長するものでこれまでの人材育成に関す
る取組を確認しました。

日々の活動

トヨタ自動車独身寮 寮祭
　4年ぶりの寮生会主催による
寮祭にご招待いただき、若いエ
ネルギーをいただきました。

10 木
8/

ユタカクラブ議員協議会視察
　中部電力碧南火力発電所が
行うアンモニア混焼による二酸
化炭素軽減を視察

9 土
9/

26土
8/

トヨタ自動車労働組合研修
にて県政報告
　ジブリパーク第2期2エリアの
開園や2026年アジア競技大会
など県の取組を報告

20水
9/

自治労愛知県本部医療現
場の要望に立会
　愛知県に対して医療現場の課
題解決に向けた要望に会派を代
表して立会いました。

17 日

24 日

9/
稲沢・小牧市議会議員選挙
　働く仲間の同志の選挙に応援
に行きました。 28木

9/
大村ひであき知事西三河
県政懇談会に出席
　あいち民主県議団を代表して
知事のこれまでの取組を紹介さ
せていただきました。

桜井ひでき
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県政に！

愛知県議会議員

vol.19

発行 :桜井ひでき事務所
〒471-0832 豊田市丸山町10-5-1
TEL 0565-71-1555　FAX 0565-29-0274

ホームページを
是非ご覧ください  
https://sakurai-
hideki.com/

S A KU R A I     R E P O RT

インスタグラム
を始めました！



令和5年9月
定例議会
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2 苦境を乗越え、反転攻勢で強靱な愛知づくりを目指す議会を開会！
　9月定例議会が9月27日（水）～10月19
日（木）までの会期で開催され、自由民主党・
あいち民主の2会派が代表質問を行い、あ

いち民主県議団からは、幹事長である天野正基議員（小牧市選出：
5期）が登壇し、県政諸課題について県の考えを質しました。

今後の財政運営について

今年度末の県債残高は、依然として5兆円を超える規模となる見込みであるものの、
前年度に比べ551億円の減となる見込みであり、着実に減少している。県債残高の半分以上は、地方交付税

の振替措置である臨時財政対策債をはじめとした特例的な県債が占めている。臨時財政対策債については、本来は、地方交付税
の原資となる国税の法定率の引上げ等により廃止・縮減を行うべきであり、総務大臣に対して直接要請をしている。また、県債残
高のうち、投資的経費に充てる通常の県債の実質的な残高は、今年度末で２兆５億円となる見込みであり、「あいち行革プラン２０
２０後半期の取組」の数値目標である２０１９年度末決算における残高２兆５６７億円を超えない水準を堅持している。
　今後も必要な公共投資は、交付税措置のある有利な県債などを活用しながら積極的に対応する一方、着実に償還を進め、残高
の水準を維持、抑制するよう努めていく。

QQ
大村知事 答弁

代表質問する
天野正基議員

質問1

誰もが活躍できる社会の実現について

不登校の数は、近年、特に中学校で急増しており、担任や支援員が配置され、
学びの環境が整った「校内フリースクール」の設置を促進することは、子供の学

びの場を確保するために、大変重要であると認識。そこで、今年度から尾張旭市立旭中学校と幸田町
立北部中学校の２校に「校内フリースクール」を設置し、その効果を検証するモデル事業を開始。この２校では、あわせて19人の
生徒が「校内フリースクール」を利用しており、担任と支援員を配置して生徒の指導や支援にあたっている。新たな居場所ができ
たことによって、教室に居づらい生徒が安心感を持って自分のペースで学習に取り組んだり、長期間自宅から出ることができな
かった生徒が登校できるようになったりと、効果が出てきていることを学校からは聞いている。
　今後は、「校内フリースクール」の効果を県内の市町村に向けて発信し、全ての公立中学校において、不登校の子供たちの学
びの場が確保できるよう取り組んでいく。

　不登校対策について「校内フリースクール」の設置については、現在の不登校の状況や、
今年度のモデル事業の成果を踏まえ、今後どのように進めていかれるのか伺う。QQ

飯田教育長 答弁

質問3

答弁する大村知事

答弁する飯田教育長

　ＥＶの充電設備の設置促進について電気自動車の充電インフラの設置を促進するため、
どのように取り組まれてきたのか、また、今後どのように取り組んでいかれるのか伺う。QQ

カーボンニュートラルあいちの実現について質問2

ゼロエミッション自動車の普及台数が全国一となっている本県では、これまで、独
自の自動車税課税免除や購入時の補助などの車両導入支援と合わせて、普及の前

提となる充電インフラの整備促進にも取り組んできた。2022年３月末現在では、公共施設や商業施設
など一般に開放された公共用の充電設備は、1,138か所と全国有数の規模となっている。一方で、今後の本格的なＥＶの普及拡
大を見据えると、公共用充電設備の設置増加と合わせて、高出力で複数の充電口を持つ充電設備の設置により利便性の向上を
図るとともに、整備・運用面で課題の多い集合住宅への設置を促進するなど、充電環境の更なる充実を図っていかなければならな
いと考えている。現在、国においても、充電インフラを大幅に拡充する方針のもと、今後の整備指針の策定が進められている。こう
した国の動向を注視しながら、事業者向けガイドラインの見直しや、集合住宅等への働きかけの強化に取り組むなど、充電インフ
ラ整備を更に促すことで、ゼロエミッション自動車の普及を加速させ、「カーボンニュートラルあいち」の実現を目指していく。

大村知事 答弁

　今後の財政運営にあたり、県債残高の維持・抑制に
どのように取り組んでいくのか伺う。

６月２日の大雨で被災した農業者を支援します

交通死亡事故抑止に向けて、交通安全対策を推進します

技能全国大会・全国アビリンピックの３年連続開催に向けた取組を進めます

　技能五輪全国大会・全国アビリ
ンピックの大会史上初となる３年
連続愛知県開催に向けて、来場促
進のための取組を行うとともに、
愛知県選手の育成支援を行いま
す。訓練費用の支援を行います。

　本県の厳しい交通事故情勢を踏まえ、交通事故多発交差点
において、ドライバーや自転車利用者、歩行者の視認性を高
め、交通事故抑止効果の高い信号灯器のＬＥＤ化等の交通安全
施設を緊急に整備し、交通安全対策を一層推進します。

 ・ 信号灯器のLED化　460灯
 ・ 道路標識の更新　　 510本
 ・ 道路標示の更新　　 55.4km
＊三河地区で約3割に設置予定です。

 ・ 技能五輪全国大会・全国アビリンピックの開催準備
　２０２４・２０２５年度、技能五輪全国大会・全国アビリンピックを主催者と
して開催するため、大会の周知・広報に取り組み、来場促進を図ります。
 ・ 選手育成への支援
　２０２４・２０２５年度大会の出場を目指す選手を育成する中小企業、学
校等に対する訓練費用の支援を行います。

愛知の「休み方改革」を全国に発信し、日本全体の観光需要平準化を促します

　全国に影響力を持つ観光業界のオピニオンリーダー等と
連携し、愛知県「休み方改革」プロジェクトの取組を広く発信
することで、県外にも「休み方改革」を通じた観光需要の平
準化を促していきます。
 ・ 知事と観光業界オピニオンリーダー等との
　対談の実施及び雑誌への掲載
　対談ゲスト ： 観光業界の企業経営者等
　対談テーマ ： 「休み方改革」を通じた観光需要平準化
　掲載媒体 ： 旅行・経済雑誌

 ・ 「愛知特集」の制作
　対談記事に、愛知県「休み方改革」イニシアチブ賛同企
業・団体の取組事例、あいちスキ旅キャンペーン参画施設
の情報などを加えた特集記事を制作し、旅行・経済雑誌に
掲載。
 ・ 啓発用冊子の作成・配布
　特集記事の抜き刷りを活用した冊子を作成し、都道府県や
全国の観光関連団体等に配布。

　６月２日の大雨で被災した農業者の営農継続を支援するた
め、農業用機械又は農業施設の修繕等に必要な経費や農業
資材（種苗、肥料、農薬等）の購入に必要な経費の一部を補助
します。

　令和5年9月定例議会が、9月27日（水）から10月19日（木）までの会期で開かれ、総額158億余円の一般会
計補正予算案をはじめ、条例の一部改正、人事案件など15の議案を集中的に審議し、可決成立させました。ま
た、「地方財政の充実・強化について」、「ギャンブル等依存症対策の強化について」含め5件の意見書を国に提
出するとともに、昨年度の決算を審議する2つの特別委員会が設置され、今後、集中的に審議がなされます。

主な
議案代表質問

    

被災農業者営農費補助金

信号灯器の
ＬＥＤ化

道路標識、道路標示の整備

対象事業 農業用機械の修繕費等への支援
６月２日の大雨で被災した農業者

要件：農機具共済や収入保険等に加入済であること又は加入すること
農業用機械又は農業施設の修繕費、再取得費、
撤去費、農業施設の修繕に必要な資材購入費　
（附帯設備や附帯施設を含む）

※両支援ともに市町村において県費同額以上の補助が条件

農業資材
（種苗、肥料、農薬等）の
購入費

農業資材の購入費への支援

１／４以内 定額（１／４相当）

対象者

対象経費

補助率

スキーム 農業者 市町村 県
申請

交付
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域での作業が多いことから、安全かつ円滑に工事
を進めるため、クレーンや高所作業車などの操作
資格を取得する技能講習、クレーン車などを使用し
た道路沿いの間伐や、木の上で安全に伐採作業を
行うための技術を身に付ける実技研修を行った。

　あいち森と緑づくり事業による間伐は、
道路沿いなど高度な技術を必要とする区

域での作業が多いことから、安全かつ円滑に工事
を進めるため、クレーンや高所作業車などの操作
資格を取得する技能講習、クレーン車などを使用し
た道路沿いの間伐や、木の上で安全に伐採作業を
行うための技術を身に付ける実技研修を行った。

政策推進議連にて中高一貫校の
海陽学園を視察！

　今回の要望にあたり、最大の支援母体である連合愛知の組合員の声
や日頃より連携している各自治体議員との積極的な意見交換に加え、政
策推進議員連盟の活動を通して、関係団体などから幅広く意見を伺い、
要望内容に県民・地域の声を反映させてきました。

質問1

１．ポストコロナ・経済政策
 ・ 中小企業・小規模事業者に対する継続的な伴走支援の推進
 ・ 外国人観光客の県内観光消費喚起に向けた取組の推進　等
２．雇用・労働・環境政策
 ・ 男女共同参画社会の実現
 ・ 地球温暖化防止の取組推進及び環境・エネルギー分野の産業振興　等
３．医療・福祉・教育政策
 ・ 少子化対策の推進
 ・ 良好な教育環境の整備と教員の働き方改革の推進　等
４．安全安心・暮らし政策
 ・ 大規模自然災害に備えた社会資本整備の推進
 ・ 交通事故防止対策の推進　等
５．地域・行政改革政策
 ・ あいちDX 推進プラン2025 とICT 利活用の推進
 ・ 生産性の高い農業を実践するための農業イノベーションの推進　等

主な提言内容

令和5年度は、会派の政策調
査会長として全体の取りまとめ、
今後は予算に反映できるよう取
り組んでいきます！

桜井の
意見！

答弁

　　　 愛知県として若い林業従事者の
確保策についての考えを伺う。

　本県では、人材の確保のため、森林・林業に関心を持っ
ていただくとともに、職業としての林業を理解していただ

くための取組を実施している。県内の林業のPRや、就業希望者と
林業経営体とのマッチングを行い、昨年度までの５年間で、19人の
方が県内の林業経営体に就職された。また、県内にある林業関係
の３つの県立高校に対しては、林業現場での高性能林業機械の操
作体験や、各高校と林業関係者による就業懇談会を通じて、積極
的に林業の魅力を伝え、林業の就業を働きかけており、５年間で17
人が林業経営体に就職された。

　本県では、人材の確保のため、森林・林業に関心を持っ
ていただくとともに、職業としての林業を理解していただ

くための取組を実施している。県内の林業のPRや、就業希望者と
林業経営体とのマッチングを行い、昨年度までの５年間で、19人の
方が県内の林業経営体に就職された。また、県内にある林業関係
の３つの県立高校に対しては、林業現場での高性能林業機械の操
作体験や、各高校と林業関係者による就業懇談会を通じて、積極
的に林業の魅力を伝え、林業の就業を働きかけており、５年間で17
人が林業経営体に就職された。

　本県では、人材の確保のため、森林・林業に関心を持っ
ていただくとともに、職業としての林業を理解していただ

くための取組を実施している。県内の林業のPRや、就業希望者と
林業経営体とのマッチングを行い、昨年度までの５年間で、19人の
方が県内の林業経営体に就職された。また、県内にある林業関係
の３つの県立高校に対しては、林業現場での高性能林業機械の操
作体験や、各高校と林業関係者による就業懇談会を通じて、積極
的に林業の魅力を伝え、林業の就業を働きかけており、５年間で17
人が林業経営体に就職された。

質問2

答弁

　今議会で上程されている「あいち森と緑づくり条例の一部改正」で2009年度から森林整備にかかる財源
の確保策として制定され、500円／人／年徴収することを5年間延長するものでこれまでの人材育成に関す
る取組を確認しました。

日々の活動

トヨタ自動車独身寮 寮祭
　4年ぶりの寮生会主催による
寮祭にご招待いただき、若いエ
ネルギーをいただきました。

10 木
8/

ユタカクラブ議員協議会視察
　中部電力碧南火力発電所が
行うアンモニア混焼による二酸
化炭素軽減を視察

9 土
9/

26土
8/

トヨタ自動車労働組合研修
にて県政報告
　ジブリパーク第2期2エリアの
開園や2026年アジア競技大会
など県の取組を報告

20水
9/

自治労愛知県本部医療現
場の要望に立会
　愛知県に対して医療現場の課
題解決に向けた要望に会派を代
表して立会いました。

17 日

24 日

9/
稲沢・小牧市議会議員選挙
　働く仲間の同志の選挙に応援
に行きました。 28木

9/
大村ひであき知事西三河
県政懇談会に出席
　あいち民主県議団を代表して
知事のこれまでの取組を紹介さ
せていただきました。
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